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SXS (Soft X-ray Spectrometer) は、 ASTRO-H 衛星搭載のミッション装置の１つで、50 mK に多段冷却した
X線マイクロカロリメータアレイを軟X線望遠鏡の焦点において ∆E < 7 eV@6keV の精密X線分光を行う。検
出器と断熱消磁冷凍機、前置信号処理回路等を米国、室温から 4K までの冷却系 (デュワ、機械式冷凍機と駆動回
路)とデジタル信号処理回路等を日本、フィルタホイール等を欧州が担当した。
前年会では、打ち上げ前から打ち上げ直後までの状況を報告した。その後、しばらくして ASTRO-H 衛星バス

の不具合により SXS も運用断念に至った。しかし、この短期間に取得されたデータは、初めて天体観測を行なっ
た衛星搭載 X線マイクロカロリメータとして、科学的にも工学的にも非常に貴重である。本公演では SXS が軌
道上で達成したこと — 多段冷却システムの安定動作、性能要求の達成、軌道上較正など— についてまとめる。


